
 

 

 

 

 

 

秋
あき

も深まり
ふか    

、木々
き ぎ

も色づき
いろ    

紅葉
こうよう

の美しい
うつく   

季節
き せ つ

となりました。埼玉
さいたま

県内
けんない

では、手足
て あ し

口病
くちびょう

の流行
りゅうこう

が

依然
い ぜ ん

として多い
おお  

状 況
じょうきょう

です。本校
ほんこう

でも、急
きゅう

な冷え込
ひ  こ

みによりせきやくしゃみをする児童
じ ど う

が増え
ふ  

てきまし

た。これから、感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

やインフルエンザも増えて
ふ   

くる時期
じ き

になります。日頃
ひ ご ろ

から、「石
せっ

けんでの

手洗い
てあら   

」「こまめなうがい」を積極的
せっきょくてき

に取り組
と  く

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月５日 

所沢市立椿峰小学校  

保 健 室  

 

歯
は

みがきの後
あと

、みがき残
のこ

しの多
おお

い場所
ば し ょ

を鏡
かがみ

でチェックしてみましょう。 

歯垢
し こ う

が残
のこ

っていたら、歯
は

ブラシ以外
い が い

のグッズを活用
かつよう

することもおすすめです。 

また、これから各学年で養護
よ う ご

教諭
きょうゆ

による歯科
し か

保健
ほ け ん

指導
し ど う

も取
とり

り組
く

んでいきます。 

         

１１月８日はいい歯
は

の日
ひ

 



 

 

 

 

 

１． がんに対するイメージ（授業前） 

 

 

 

 

児童は学習前、がんに対して「死に至る、こわい病気」とイメージをもっており、がんは日本

人の死因の上位であるということや飲酒・喫煙（受動喫煙）の害による影響が大きいと考えてい

る児童が多くいました。 

２． がん経験者の方の話 

 

 

 

 

 

  

がん経験のある外部指導者、輝きＬＡＮＤ佐藤晋一様の講話で 

がんは身近な病気であること、がんに関する正しい知識、がん 

や病気に負けない、諦めない「不撓不屈の精神」のお話をして 

いただきました。               

３．学級担任と養護教諭による授業（内容） 

① 日常の学校生活と基本的生活習慣の関係について 

② 学校で受ける定期健康診断の大切さについて 

③ （家庭科）１日のマネジメントを振り返り、健康を意識した 

生活習慣の見直し、改善について 

＜児童の感想＞ 

 

 

 

 

 

児童は保健体育や家庭科、学級活動などの授業を通して「がん」 

について学び、自分自身や家族の「健康」について向き合い、より長く健康に過ごすことの

大切さについて、考えることができました。 

 

 

 

・がんになって不安になっても支えてくれる人がたくさんいる

と知り、安心できると思った。 

・病気になっても「後悔しないように生きる」という言葉が心

に残った。病気になった時に、家族や友達が助けてくれるよ

うに大切にしていきたい。 

 

保護者の方へ 

 

 

 

 

  文部科学省委託事業、埼玉県教育委員会主催で「がん教育」の研究発表を行いました。 

がんに関する正しい知識を学ぶこと、将来より長く健康に過ごすためにはどうしたら良いかについて、

外部指導者を招きながら児童とともに考えました。生活習慣を見直し、実際に日常生活で実現できる 

ような取り組み目標を立てました。 

  

  

 

 

６年生とがんの予防
よ ぼ う

について学習
がくしゅう

しました！ 

・こわい ・痛そう ・手術をしないといけない ・治すのが大変 ・治らない  

・身体の中から壊す ・髪の毛が抜ける ・大人や高齢者がなる ・もしかしたら死んでしまう 

・最初は小さいがんだけど「風船」みないにどんどん膨らんでいく  

・がんになったら死んじゃうかと思っていたが、早期発見や生活習

慣に気をつければ、あまりこわくない病気だと分かった。 

・がん（腫瘍）が大きくなるとこわいけど、小さいときなら治せる

こともあるため、早めに定期検査で見つかればこわくない。 

＊11 月号に掲載しているイラスト等は、日本学校保健研修社『健 2024-11 月号』をダウンロードして使用しています。 


